
MajorFlow導入事例

株式会社ユニオントラスト

MajorFlowクラウドで経費精算をシステム化
作業負担は事業所あたり、
それまでの約2.5人日/月から実質0へ！

株式会社ユニオントラスト

■ 設立／ 1996年11月
■ 代表者／桑原 博之
■ 資本金／ 4000万円
■ 社員数／ 450名（2016年5月現在）
■ 本社／群馬県伊勢崎市堀口町92-1
■ URL ／ http://utgroup.co.jp/

課題

ブラウザベースのMajorFlowクラウドとスマートフォンの組み合わせにより、
外勤のサービスマンがいつでも利用できる体制を構築。
驚きの工数削減効果を達成しました。

自販機メンテナンスという地域密着型ビジネス
を展開し、創業以来、売上高を伸ばし続けてい
るユニオントラスト様。2016年度はさらなる
事業拡張に取り組み、併せてバックオフィス業
務の効率化、特に経費精算業務のシステム化
に着手しました。
同社の事業は関東甲信越、東北という広範な
地域にまたがり、多数の拠点展開を行っていま
す。また、メンテナンス業務にあたる外勤サー
ビスマンが多いこと、顧客ごとに分社化したグ
ループ企業であることなどの特色により、一筋
縄ではシステム化できない事情がありました。

株式会社ユニオントラストは、自動販売機やディスペンサーな
どの生活に密着した飲料関連機械について、設置・回収から、
整備、アフターケア、定期メンテナンスまで、顧客となる飲料
メーカーに代わり幅広く運用を担う企業です。群馬県伊勢崎
市の本社を中心とした東日本全域において、事業拠点や工場、
ロジスティクスセンターなどを多数展開し、グループ企業であ
る株式会社ユーティーワン、株式会社ジェイブイエスとともに
近年大幅な成長を遂げています。

このような中、様々な課題をクリアしつつミッ
ションを成功させたのは、管理本部部長の尾
崎透氏と、情報システム室リーダーの氷室凌氏
です。

導入当時の様子について、尾崎氏は次のよう
に語ります。「当社の業務には非常に多くの小
口現金精算が発生します。例えば外勤のサー
ビスマンなら、駐車料金、ガソリン代、高速料
金、そして部材購入。申請のフローも煩雑で、

まず手書きの申請書に領収書を添付し、それを
上長が承認、各事業所の経理担当者が会計ソ
フト上で集計し、締日にまとめて本部に送信、
所定の日に現金が拠点に戻るというものです。
各拠点では専任担当者が集計とデータ入力に
かかりきりで、約2.5人日/月という工数につい
ても問題視されていました。また、申請が増え
れば金額も大きくなり、拠点側で現金を扱うリ
スクが高まります。外勤スタッフと経理担当者
の時間が合わないといった理由から、精算がス
ムーズに行われない問題もあり、解決策が求め
られていました」。

お客様ご導入事例集（ワークフロー）
株式会社ユニオントラスト

パナソニック ネットソリューションズ株式会社
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煩雑な業務と現金を扱うリスク…
小口現金精算をなんとか改善したい

あらかじめグループ経営に対応したMajorFlowクラウドを選択。
自社の要件に合ったシステムを構築できた。

計3社からなるグループ経営を
行っているため、仕様要求が複雑で
システム化が困難。

申請者も承認者もステータスが見えるようになり、可視化が一気に
進んだ。 これにより、支払いの遅れや申請ミスもなくなった。

入力の不備を人の目でチェックする
必要があり、業務フローは可視化できて
おらず、滞留などが発生していた。

MajorFlowクラウドにより紙の申請書を廃止。
各事業所の入力・集計業務は実質ゼロになった。

駐車料金、ガソリン代、高速料金など、
大量の小口現金精算が発生し、
処理が非常に煩雑だった。



導入システムの詳細

copyright(c)2016 Panasonic Net Solutions Co., Ltd.

●お求め、ご相談は ※本パンフレットに記載された社名および商品名などは、それぞれ各社の商標または登録商標です。

東 京 〒108-0073　東京都港区三田3-13-16 TEL（03）6414-7205
大 阪 〒530-0013　大阪市北区茶屋町19-19 TEL（06）6377-0128

※本パンフレットの記載内容は平成28年9月現在のものです。内容および対象商品については、予告なく変更する場合があります。

商品の情報やお問い合わせは　http://pnets.panasonic.co.jp/ ■CY181712

パナソニック ネットソリューションズ株式会社

株式会社ユニオントラスト
管理本部 部長
尾崎 透 氏

株式会社ユニオントラスト
管理本部

情報システム室 リーダー
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同 社 が 経 費 精 算 の た め に 選 択した の は
MajorFlowクラウドです。クラウドサービスを
選んだ理由について、情報システム室の少ない
人員でハードウェアの保守・運用まで行うこと
を避けたかったと語るのは氷室氏。導入の詳
細について次のように説明しています。「利用
人数は会社貸与のスマートフォンでの利用を想
定した外勤のサービスマン（約160名）を中心
におよそ300名弱。MajorFlowクラウドはブ
ラウザさえあれば利用できるので、導入時は
QRコードと自作の導入マニュアルを社員に配
布するだけの簡単なものでした」。
尾崎氏は、「ここ数年で事業が拡大し、従業員数
も増えたため、システム化のメリットを十分に享
受できる導入規模になったと考えました。紙の
申請書ベースの運用には限界がありますし、事
業全体のためにも、経費精算のようなバックオ
フィスの工数削減は重要な改善ポイントと考え
ています」と導入のタイミングについて説明し
ています。

MajorFlowクラウドにより、工数削減、コスト削
減、現金管理のリスク低減と様々な効果が得ら
れたと語るのは尾崎氏です。「今回の導入によ
り、スマートフォンの活用が一層進みました。

外勤スタッフの多い当社のような業態の企業に
とって、ブラウザベースのシステムとスマート
デバイスの相性は極めて良好です。今まで
サービスマンは帰社してから紙の申請書を起こ
すという作業をしていましたが、今はどこから
でもスマートフォンで申請できます。このデー
タは本部へそのまま送信され、銀行振込までの
流れが確立されました。これにより、各事業所
での会計システムへの入力・集計作業は不要
になりました。従来は平均して各事業所で約
2.5人日/月程度の作業量をあてていました
が、これが0になり、人的コストを本来の業務に
シフトすることができました。また、各拠点に
導入していた会計ソフトのライセンスコストの
大幅な削減も実現しました」。運用、保守など
のコストもこれに加えれば、その削減効果がい
かに大きいかは明確です。
また、二次的な効果として、業務の可視化や標
準化が進んだことも挙がりました。

「従来、紙の申請書を利用していたサービスマ
ンたちは、経費精算に関しては社内ネットワー
クに自分専用のPCを持っていませんでした。
入力や集計は別の担当者が行うわけですから、
ここでいったん業務が中断します。MajorFlow
クラウドのおかげで、こうした業務間の壁が解
消されています。申請者も承認者もステータ
スが見えるようなり、可視化が一気に進んでい
ます。これにより、支払いの遅れや申請ミスも
なくなりました。同じタイミングでポリシー策
定も進め、業務の標準化にも取り組んでいま
す」（尾崎氏）。

同社がMajorFlowクラウドを選んだのには、も
う1つ理由がありました。

「わが社はグループ経営をしており、ユニオン
トラストを筆頭に計3社で事業にあたっていま
す。取引先ごとに専任の事業会社を設立して
いるのですが、社員のマスタデータなどは各会
社ではなくグループに紐付けていたりと、非常
に複雑な管理を行っています。このため、シス
テムへの仕様要求が極めて高いのです。一般
的なパッケージ製品はグループ企業を管理す
るには階層が足りないことがほとんどで、自社
情 報は1社 分しか持てませ ん。これに対し
MajorFlowクラウドは最初からグループ経営
に対応できました」（尾崎氏）。

「画面のインターフェース変更、証憑類を貼り
付けるための台紙出力などもバージョンアップ
で利用できるようになりました。スマートフォ
ンから複合機にデータを送信して申請内容を
印刷することもできるので、自分専用のPCを
持っていない社員から非常に好評です」（氷室
氏）。

「MajorFlowクラウドの利用範囲も、事業の成
長に合わせて適宜拡大していきたいと思ってい
ます」（尾崎氏）。

担当営業からひとこと

MajorFlowクラウドをご導入いただき、業
務効率化が図れたというコメントをいただ
いたことを大変うれしく思っております。
外勤の方のためにスマートフォンからの申
請を大いに活用していただくなど、ユニオ
ントラスト様のお取り組みは非常に先進的
と感じております。
MajorFlowクラウドは今後もバージョン
アップにより機能拡張を行ってまいります
ので、末永くご利用いただけましたら幸い
です。 

パナソニック ネットソリューションズ株式会社
営業本部 第二営業部 パートナー 3営業所
渡辺 司郎

スマートフォンでの申請から
銀行振込まで一気通貫の流れを確立

サーバ保守・運用いらずのクラウド
QRコードとマニュアル配布の簡単導入

グループ経営に標準で対応
カスタマイズでさらに改良


